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(57)【要約】
【課題】キラキラした光沢感のある（ラメ調の）優れた
外観を呈する時計用文字板を提供すること、また、当該
時計用文字板を備えた時計を提供すること。
【解決手段】時計用文字板１０は、光透過性を有する材
料で構成された基板１を備え、基板１の一方の主面であ
る第１の面１１に、光を反射させる機能を有する反射面
１３１を有する突部１３が複数個設けられており、第１
の面１１に設けられた複数個の反射面１３１のうち少な
くとも一部についての基板１に対する傾斜角度（θ１［
°］）が、他の反射面１３１の基板１に対する傾斜角度
（θ０［°］）と異なるものである。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光透過性を有する材料で構成された基板を備えた時計用文字板であって、
　前記基板の一方の主面である第１の面に、光を反射させる機能を有する少なくとも１つ
の反射面を有する突部が複数個設けられており、
　前記第１の面に設けられた複数個の前記反射面のうち少なくとも一部についての前記基
板に対する傾斜角度が、他の前記反射面の前記基板に対する傾斜角度と異なるものである
ことを特徴とする時計用文字板。
【請求項２】
　隣接する前記突部の前記反射面同士が、前記基板に対する傾斜角度が異なるものである
請求項１に記載の時計用文字板。
【請求項３】
　前記突部として、角錐状をなすものを備え、その側面がそれぞれ前記反射面として機能
する請求項１または２に記載の時計用文字板。
【請求項４】
　前記突部として、三角錐および／または四角錐をなすものを備える請求項１ないし３の
いずれかに記載の時計用文字板。
【請求項５】
　互いに高さの異なる前記突部を備える請求項１ないし４のいずれかに記載の時計用文字
板。
【請求項６】
　複数個の前記突部がマトリックス状に配置されている請求項１ないし５のいずれかに記
載の時計用文字板。
【請求項７】
　複数個の前記突部が散点状に配置されている請求項１ないし６のいずれかに記載の時計
用文字板。
【請求項８】
　請求項１ないし７のいずれかに記載の時計用文字板を備えたことを特徴とする時計。
【請求項９】
　前記時計用文字板の背面側に、反射板を備えていない請求項８に記載の時計。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、時計用文字板および時計に関する。
【背景技術】
【０００２】
　時計用文字板には、視認性等の実用性が求められるとともに、装飾性（美的外観）も求
められる。従来、時計用文字板としては、金属板を加工したものや、プラスチック製の基
板上に塗装や金属めっき等を施したものが用いられてきた。
　その一方で、より優れた美的外観を有する時計用文字板、単なる金属板や金属めっきで
は得られないような外観を呈する時計用文字板を求める声も大きい。
【０００３】
　また、メンテナンスの容易性や、省資源、省資源の観点から、ソーラー時計（太陽電池
を備えた時計）の評価が高まっている。
　ソーラー時計（太陽電池を備えた時計）用の文字板には、太陽電池が十分な起電力を発
生するのに十分な光量の光を透過させる機能（光透過性）が求められる。このため、従来
から、ソーラー時計用文字板としては、透明性の高いプラスチック性の部材が用いられて
きた。ところが、プラスチックは、一般に、Ａｕ、Ａｇ等の金属材料等に比べて、高級感
に欠け、美的外観に劣っている。このため、プラスチック製の基板上に、接着剤を介して
、金属材料で構成され開口部が設けられた金属膜を貼着して得られる文字板が提案されて
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いる（例えば、特許文献１参照）。
【０００４】
　しかしながら、このような文字板では、優れた光透過性と、美的外観とを両立すること
が困難であった。すなわち、光の透過性を確保するために、金属膜の開口率（金属膜を平
面視したときにおける、金属膜全体に対して開口部の占める面積の割合）を比較的高くす
ると、開口部の存在が目立ってしまい、金属材料（金属膜）を用いているにもかかわらず
、十分に優れた美的外観が得られない。ソーラー時計においては、一般に、太陽電池とし
て黒色や暗紫色等の暗色を呈するものが用いられているが、ソーラー時計がこのような太
陽電池を備えたものである場合、金属膜の開口部と開口部以外の部位（金属膜で被覆され
ている部位）との色調、明るさの違いが顕著となり、その結果、開口部の存在が非常に目
立ち易くなり、時計に適用した場合における時計用文字板の美的外観は特に劣ったものと
なる。一方、美的外観を向上させる目的で、金属膜の開口率を低くすると、光の透過率が
低下し、太陽電池の発電効率が著しく低下する。また、上記のような文字板の製造方法は
、生産性にも劣っている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平１１－３２６５４９号公報（第３頁右欄第３５行目～第４頁左欄第
１１行目参照）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の目的は、キラキラした光沢感のある（ラメ調の）優れた外観を呈する時計用文
字板を提供すること、また、当該時計用文字板を備えた時計を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　このような目的は、下記の本発明により達成される。
　本発明の時計用文字板は、光透過性を有する材料で構成された基板を備えた時計用文字
板であって、
　前記基板の一方の主面である第１の面に、光を反射させる機能を有する少なくとも１つ
の反射面を有する突部が複数個設けられており、
　前記第１の面に設けられた複数個の前記反射面のうち少なくとも一部についての前記基
板に対する傾斜角度が、他の前記反射面の前記基板に対する傾斜角度と異なるものである
ことを特徴とする。
　これにより、キラキラした光沢感のある（ラメ調の）優れた外観を呈する時計用文字板
を提供することができる。また、時計用文字板全体としての光透過性を十分に優れたもの
とすることができるため、ソーラー時計（太陽電池を備えた時計）等に好適に適用するこ
とができる。
【０００８】
　本発明の時計用文字板では、隣接する前記突部の前記反射面同士が、前記基板に対する
傾斜角度が異なるものであることが好ましい。
　これにより、時計用文字板の美的外観（キラキラした光沢感）を特に優れたものとする
ことができる。
　本発明の時計用文字板では、前記突部として、角錐状をなすものを備え、その側面がそ
れぞれ前記反射面として機能することが好ましい。
　これにより、時計用文字板の美的外観（キラキラした光沢感）を特に優れたものとする
ことができる。
【０００９】
　本発明の時計用文字板では、前記突部として、三角錐および／または四角錐をなすもの
を備えることが好ましい。
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　これにより、時計用文字板の美的外観（キラキラした光沢感）を特に優れたものとする
ことができる。
　本発明の時計用文字板では、互いに高さの異なる前記突部を備えることが好ましい。
　これにより、時計用文字板の美的外観（キラキラした光沢感、時計用文字板自体の奥行
き感・立体感）を特に優れたものとすることができる。
【００１０】
　本発明の時計用文字板では、複数個の前記突部がマトリックス状に配置されていること
が好ましい。
　これにより、時計用文字板の美的外観（キラキラした光沢感）を特に優れたものとする
ことができる。特に、カットされたダイヤモンドやカットガラスが呈するような規則正し
い複数面での反射により、高級感に溢れた外観が得られる。
【００１１】
　本発明の時計用文字板では、複数個の前記突部が散点状に配置されていることが好まし
い。
　これにより、時計用文字板は、光の入射方向、観察する方向による外観の変化がより大
きいものとなり、観察者に動的な印象を与える外観を呈するものとなる。
　本発明の時計は、本発明の時計用文字板を備えたことを特徴とする。
　これにより、キラキラした光沢感のある（ラメ調の）優れた外観を呈する時計用文字板
を備えた時計を提供することができる。特に、時計用文字板の背面側の様子が観察者に認
識されることが効果的に防止された、美的外観に優れた時計を提供することができる。
【００１２】
　本発明の時計では、前記時計用文字板の背面側に、反射板を備えていないことが好まし
い。
　本発明によれば、時計用文字板の背面側に、反射板（例えば、反射型偏光板や、金属板
、金属膜等）を備えていなくても、時計に組み込まれた時計用文字板の外観を、十分に光
沢感のあるものとすることができる。このため、時計の厚型化を防止することができる。
また、時計用文字板の背面側に、反射板を配する必要がないことから、例えば、時計用文
字板の背面側に太陽電池が配されたソーラー時計等に好適に適用することができる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、キラキラした光沢感のある（ラメ調の）優れた外観を呈する時計用文
字板を提供すること、また、当該時計用文字板を備えた時計を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の時計用文字板の好適な実施形態を示す断面図である。
【図２】図１に示す時計用文字板の平面図である。
【図３】本発明の時計用文字板の他の実施形態を示す平面図である。
【図４】本発明の時計用文字板の他の実施形態を示す平面図である。
【図５】本発明の時計用文字板の他の実施形態を示す平面図である。
【図６】本発明の時計（腕時計）の好適な実施形態を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の好適な実施形態について、添付図面を参照しつつ説明する。なお、本明
細書で参照する図面は、構成の一部を強調して示したものであり、実際の寸法等を正確に
反映したものではない。
　＜時計用文字板＞
　まず、本発明の時計用文字板の好適な実施形態について説明する。
　図１は、本発明の時計用文字板の好適な実施形態を示す断面図、図２は、図１に示す時
計用文字板の平面図、図３、図４は、本発明の時計用文字板の他の実施形態を示す平面図
、図５は、本発明の時計用文字板の他の実施形態を示す平面図である。以下の説明では、
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図１中の上側を「上側」、図１中の下側を「下側」といい（図６についても同様）、図１
中の上側が、観察者側（外表面側）を向くものとして説明する。また、図２、図３、図４
、図５中、鎖線は、突部（角錐）の辺（稜線）を示す。
【００１６】
　図１に示すように、本実施形態の時計用文字板１０は、光透過性を有する材料で構成さ
れた基板１と、着色層２とを備えている。基板１は、その一方の主面である第１の面１１
に、光を反射させる機能を有する反射面１３１を有する突部１３が多数個設けられており
、第１の面１１に設けられた多数個の反射面１３１のうち少なくとも一部についての基板
１に対する傾斜角度が、他の反射面１３１の基板１に対する傾斜角度と異なるものである
。すなわち、基板１に対する傾斜角度がθ０［°］の反射面１３１と、基板１に対する傾
斜角度がθ１［°］の反射面１３１とを有している（θ０≠θ１）。このような構成によ
り、時計用文字板１０に照射された光を様々な方向に反射することができ、ダイヤモンド
やカットガラスが呈するようなキラキラした光沢感のある（ラメ調の）高級感にあふれた
外観が得られる。また、時計用文字板１０では、金属材料等を用いることなく、上記のよ
うな優れた外観が得られるため、時計用文字板１０全体としての光透過性、電波の透過性
を十分に優れたものとすることができる。このため、時計用文字板１０は、後述するよう
なソーラー時計（太陽電池を備えた時計）、電波時計等に好適に適用することができる。
【００１７】
　これに対し、上記のような複数個の突部を有していない場合には、上記のような優れた
効果は得られない。また、複数個の突部を有していたとしても、基板に対する傾斜角度が
同一である場合にも、上記のような優れた効果は得られない。より具体的には、複数個の
突部を有していない場合（例えば、渦巻状の突部を有する場合）や、複数個の突部を有し
ていたとしても基板に対する傾斜角度が同一である場合は、光沢感のある優れた外観は得
られない。このような時計用文字板においては、その背面側に反射板（例えば、反射型偏
光板や、金属板、金属膜等）を配置することにより、金属光沢に類似した外観が得ること
も可能ではあるが、このような場合には、得られる外観は、全面にわたって一様な光沢感
を有するものであり、本発明のようなキラキラした光沢感のある（ラメ調の）優れた外観
を得ることはできない。
【００１８】
　反射面１３１の基板１に対する傾斜角度θ（基板１の法線に垂直な面方向と反射面との
なす角θ。０°＜θ＜９０°）の平均値θａｖｅは、１５°以上８０°以下であるのが好
ましく、２０°以上７５°以下であるのがより好ましい。
【００１９】
　また、第１の面１１に設けられた多数個の反射面１３１のうち、第１の面１１に設けら
れた多数個の反射面１３１についての基板１に対する傾斜角度θの平均値（θａｖｅ［°
］）との差の絶対値が１５°以上である傾斜角度を有するものの割合は、１０％以上７０
％であるのが好ましく、２０％以上５０％であるのがより好ましい。これにより、時計用
文字板１０の美的外観を特に優れたものとすることができる。
【００２０】
　基板１は、上述したように光透過性を有するものであるが、基板１についての可視光領
域（３８０ｎｍ以上７８０ｎｍ以下の波長領域）の光の透過率は、３０％以上であるのが
好ましく、４０％以上であるのがより好ましい。これにより、後に詳述するような反射面
１３１による効果をより顕著に発揮させることができ、時計用文字板１０の美的外観を特
に優れたものとすることができる。また、時計用文字板１０全体としての光の透過性を十
分に優れたものとすることができるため、時計用文字板１０を後述するソーラー時計用文
字板（太陽電池を備えた時計が備える文字板）に好適に適用することができる。なお、上
記のような光の透過率は、例えば、光源として、白色蛍光灯（例えば、東芝社製、検査用
蛍光灯ＦＬ２０Ｓ－Ｄ６５）を用い、１０００ルクス下で、測定対象の部材と同一形状の
ソーラーセル（太陽電池）で発電した際の電流値（Ａ）に対する、当該ソーラーセルの光
源側の面に測定対象である部材を載せた以外は、前記と同一の状態で発電した際の電流値
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（Ｂ）の比率（（Ｂ／Ａ）×１００［％］）を、採用することができる。以下、本明細書
中において、特に断りのない限り、「光の透過率」とは、このような条件で求められる値
のことを指す。
【００２１】
　第１の面１１に設けられた多数個の反射面１３１のうち少なくとも一部についての基板
１に対する傾斜角度が、他の反射面１３１の基板１に対する傾斜角度と異なるものであれ
ばよいが、隣接する突部１３の反射面１３１同士が、基板１に対する傾斜角度が異なるも
のであるのが好ましい。これにより、時計用文字板１０の美的外観（キラキラした光沢感
）を特に優れたもの（キラキラした光沢感）とすることができる。
【００２２】
　また、本発明では、各突部は、少なくとも１つの反射面を有するものであればよく、例
えば、円錐状をなすもののように傾斜面を１つしか有さないものや、複数の傾斜面のを有
するものの一部の傾斜面が反射面として機能しないものであってもよいが、突部として、
角錐状をなすものを備え、その側面がそれぞれ反射面として機能するものであるのが好ま
しい。これにより、時計用文字板１０の美的外観（キラキラした光沢感）を特に優れたも
のとすることができる。
【００２３】
　また、図２～図４に示すように、時計用文字板１０は、突部１３として、三角錐および
／または四角錐をなすものを備えるのが好ましい。これにより、時計用文字板１０の美的
外観（キラキラした光沢感）を特に優れたものとすることができる。
　また、時計用文字板１０は、図１に示すように、互いに高さの異なる突部１３を備える
ものであるのが好ましい。これにより、時計用文字板の美的外観（キラキラした光沢感、
時計用文字板自体の奥行き感・立体感）を特に優れたものとすることができる。
【００２４】
　突部１３の平均高さは、１０μｍ以上５００μｍ以下であるのが好ましく、４０μｍ以
上３５０μｍ以下であるのがより好ましい。これにより、時計用文字板１０の美的外観を
特に優れたものとすることができる。
　また、第１の面１１に設けられた多数個の突部１３のうち、第１の面１１に設けられた
多数個の突部１３の平均高さとの差の絶対値が１００μｍ以上である高さを有するものの
割合は、１０％以上７０％であるのが好ましく、２０％以上５０％であるのがより好まし
い。これにより、時計用文字板１０の美的外観を特に優れたものとすることができる。
【００２５】
　図２～図４に示す構成では、基板１を平面視した際に、多数個の突部１３がマトリック
ス状に配置されている。このように、多数個の突部１３が規則的に配置されることにより
、時計用文字板１０の美的外観（キラキラした光沢感）を特に優れたものとすることがで
きる。特に、カットされたダイヤモンドやカットガラスが呈するような規則正しい複数面
での反射により、高級感に溢れた外観が得られる。
【００２６】
　また、多数個の突部１３は、図１～図４に示すように、第１の面１１を隙間なく埋める
ように設けられていなくてもよく、例えば、図５に示すように、隣接する突部１３の間に
、平端部が設けられていてもよい。
　また、時計用文字板１０は、図５に示すように、多数個の突部１３が散点状に配置され
たものであってもよい。これにより、時計用文字板１０は、光の入射方向、観察する方向
による外観の変化がより大きいものとなり、観察者に動的な印象を与える外観を呈するも
のとなる。なお、本明細書中において、散点状とは、基板１を平面視した際に、多数個の
突部１３が行列状に配置されていない状態（ランダムに配置された状態）のことを示す。
【００２７】
　散点状に配置する場合、例えば、隣接する各突部１３の中心点間距離についての標準偏
差は、５０μｍ以上であるのが好ましく、２５０μｍ以上であるのがより好ましい。なお
、隣接する各突部１３は、複数の突部の集合体であっても良い。
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　また、基板１を平面視した際の、各突部１３の平均面積は、１×１０３μｍ２以上１×
１０10μｍ２以下であるのが好ましく、１×１０４μｍ２以上１×１０８μｍ２以下であ
るのがより好ましい。これにより、時計用文字板１０全体としての光の透過性を十分に優
れたものとしつつ、時計用文字板１０の美的外観を特に優れたものとすることができる。
【００２８】
　基板１の構成材料としては、例えば、各種プラスチック材料、各種ガラス材料等が挙げ
られるが、基板１は、主としてプラスチック材料で構成されたものであるのが好ましい。
プラスチック材料は、一般に、成形性（成形の自由度）に優れており、種々の形状の基板
１の製造に好適に適用することができる。また、基板１がプラスチック材料で構成された
ものであると、時計用文字板１０の製造コスト低減に有利である。また、プラスチック材
料は、一般に、光（可視光）の透過性に優れるとともに、電波の透過性にも優れているた
め、基板１がプラスチック材料で構成されたものであると、時計用文字板１０を、後述す
るような電波時計に好適に適用することができる。なお、本発明では、「主として」とは
、対象としている部位（部材）を構成する材料のうち最も含有量の多い成分を指し、その
含有量は特に限定されないが、対象としている部位（部材）を構成する材料の６０ｗｔ％
以上であることが好ましく、８０ｗｔ％以上であることがより好ましく、９０ｗｔ％以上
であることがさらに好ましい。
【００２９】
　基板１を構成するプラスチック材料としては、各種熱可塑性樹脂、各種熱硬化性樹脂等
が挙げられ、例えば、ポリカーボネート（ＰＣ）、アクリロニトリル－ブタジエンースチ
レン共重合体（ＡＢＳ樹脂）、ポリメチルメタクリレート（ＰＭＭＡ）等のアクリル系樹
脂、ポリエチレン（ＰＥ）、ポリプロピレン（ＰＰ）等のポリオレフィン系樹脂、ポリエ
チレンテレフタレート（ＰＥＴ）等のポリエステル系樹脂等、またはこれらを主とする共
重合体、ブレンド体、ポリマーアロイ等が挙げられ、これらのうちの１種または２種以上
を組み合わせて（例えば、ブレンド樹脂、ポリマーアロイ、積層体等として）用いること
ができる。特に、基板１は、主として、ポリカーボネートおよび／またはアクリロニトリ
ル－ブタジエン－スチレン共重合体で構成されたものであるのが好ましい。これにより、
時計用文字板１０全体としての強度を特に優れたものとすることができる。また、基板１
の成形の自由度が増す（成形のし易さが向上する）ため、より複雑な形状の基板１であっ
ても、容易かつ確実に製造することができる。また、ポリカーボネートは、各種プラスチ
ック材料の中でも比較的安価で、時計用文字板１０の生産コストのさらなる低減に寄与す
ることができる。また、ＡＢＳ樹脂は、特に優れた耐薬品性も有しており、時計用文字板
１０全体としての耐久性をさらに向上されることができる。
【００３０】
　基板１は、圧縮成形、射出成形等、いかなる方法で成形されたものであってもよい。ま
た、突部１３は、基板１の成形時に形成されるものであってもよいし、基板１に対し、切
削等の加工を施すことにより形成されたものであってもよい。
　なお、基板１は、上記以外の成分を含むものであってもよい。このような成分としては
、例えば、可塑剤、酸化防止剤、着色剤（各種発色剤、蛍光物質、りん光物質等を含む）
、光沢剤、フィラー等が挙げられる。例えば、基板１が着色剤を含む材料で構成されたも
のであると、時計用文字板１０の色のバリエーションを広げることができる。
【００３１】
　基板１は、各部位でその組成が実質的に均一な組成を有するものであってもよいし、部
位によって組成の異なるものであってもよい。
　また、基板１の形状、大きさは、特に限定されず、通常、製造すべき時計用文字板１０
の形状、大きさに基づいて決定される。なお、図示の構成では、時計用文字板１０は、平
板状をなすものであるが、例えば、湾曲板状等をなすものであってもよい。
　基板１の平均厚さは、特に限定されないが、１５０μｍ以上７００μｍ以下であるのが
好ましく、２００μｍ以上６００μｍ以下であるのがより好ましく、２５０μｍ以上５０
０μｍ以下であるのがさらに好ましい。
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【００３２】
　着色層２は、基板１の第１の面１１とは反対側の主面である第２の面１２側に設けられ
ている。着色層２を有することにより、上述したような多数個の反射面１３１を有するこ
とによる効果を十分に発揮させつつ、着色層２が有する色調、模様等を十分に反映させる
ことができ、特に優れた美的外観を得ることができる。
　着色層２は、通常、着色剤を含むものである。着色剤としては、各種顔料、各種染料等
を用いることができる。
　着色層２の平均厚さは、０．０１μｍ以上８０μｍ以下であるのが好ましく、０．０３
μｍ以上５０μｍ以下であるのがより好ましい。
【００３３】
　また、時計用文字板１０には、通常、図示しない指標（時字、ロゴマーク等）が設けら
れている。指標は、例えば、印刷法、植字等の方法により設けることができる。
　また、時計用文字板１０は、例えば、ハードコート層、耐摩耗性層、帯電防止層、紫外
線吸収層、印刷層、金属層、透明導電層、ガスバリア層等の機能層を有するものであって
もよい。
【００３４】
　＜時計＞
　次に、上述したような本発明の時計用文字板１０を備えた本発明の時計の一例、特に、
ソーラー時計の一例について説明する。
　本発明の時計は、上述したような本発明の時計用文字板を有するものである。上述した
ように、本発明の時計用文字板は、装飾性（美的外観）に優れたものである。時計用文字
板は時計を構成する各種部材の中でも、時計全体の外観に特に大きな影響を与える部材で
ある。このため、上述したような時計用文字板を備えた時計は、全体としての美的外観が
優れたものとなる。また、上述したように、本発明の時計用文字板は、光の透過性にも優
れている。このため、上述したような時計用文字板を備えた本発明の時計は、ソーラー時
計としての求められる要件を十分に満足することができる。なお、本発明の時計を構成す
る時計用文字板（本発明の時計用文字板）以外の部品としては、公知のものを用いること
ができるが、以下に、本発明の時計の構成の一例について説明する。
【００３５】
　図６は、本発明の時計（腕時計）の好適な実施形態を示す断面図である。
　図６に示すように、本実施形態のソーラー時計としての腕時計（携帯時計）１００は、
胴（ケース）８２と、裏蓋８３と、ベゼル（縁）８４と、ガラス板（カバーガラス）８５
とを備えている。また、ケース８２内には、前述したような本発明の時計用文字板１０と
、太陽電池９４と、ムーブメント８１とが収納されており、さらに、図示しない針（指針
）等が収納されている。時計用文字板１０は、太陽電池９４と、ガラス板（カバーガラス
）８５との間に設けられている。このように、腕時計（携帯時計）１００は、時計用文字
板１０を備えることにより、キラキラした光沢感のある（ラメ調の）優れた外観を呈する
ことができる。特に、時計用文字板１０の背面側の様子（太陽電池９４等）が観察者に認
識されることが効果的に防止され、腕時計１００全体としての美的外観を優れたものとす
ることができる。
【００３６】
　ガラス板８５は、通常、透明性の高い透明ガラスやサファイア等で構成されている。こ
れにより、本発明の時計用文字板１０の審美性を十分に発揮させることができるとともに
、太陽電池９４に十分な光量の光を入射させることができる。
　ムーブメント８１は、太陽電池９４の起電力を利用して、指針を駆動する。
　図６中では省略しているが、ムーブメント８１内には、例えば、太陽電池９４の起電力
を貯蔵する電気二重層コンデンサー、リチウムイオン二次電池や、時間基準源として水晶
振動子や、水晶振動子の発振周波数をもとに時計を駆動する駆動パルスを発生する半導体
集積回路や、この駆動パルスを受けて１秒毎に指針を駆動するステップモーターや、ステ
ップモーターの動きを指針に伝達する輪列機構等を備えている。
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【００３７】
　また、ムーブメント８１は、図示しない電波受信用のアンテナを備えている。そして、
受信した電波を用いて時刻調整等を行う機能を有している。
　太陽電池９４は、光エネルギーを電気エネルギーに変換する機能を有する。そして、太
陽電池９４で変換された電気エネルギーは、ムーブメントの駆動等に利用される。
　太陽電池９４は、例えば、非単結晶シリコン薄膜にｐ型の不純物とｎ型の不純物とが選
択的に導入され、さらにｐ型の非単結晶シリコン薄膜とｎ型の非単結晶シリコン薄膜との
間に不純物濃度の低いｉ型の非単結晶シリコン薄膜を備えたｐｉｎ構造を有している。
【００３８】
　胴８２には巻真パイプ８６が嵌入・固定され、この巻真パイプ８６内にはりゅうず８７
の軸部８７１が回転可能に挿入されている。
　胴８２とベゼル８４とは、プラスチックパッキン８８により固定され、ベゼル８４とガ
ラス板８５とはプラスチックパッキン８９により固定されている。
　また、胴８２に対し裏蓋８３が嵌合（または螺合）されており、これらの接合部（シー
ル部）９３には、リング状のゴムパッキン（裏蓋パッキン）９２が圧縮状態で介挿されて
いる。この構成によりシール部９３が液密に封止され、防水機能が得られる。
【００３９】
　りゅうず８７の軸部８７１の途中の外周には溝８７２が形成され、この溝８７２内には
リング状のゴムパッキン（りゅうずパッキン）９１が嵌合されている。ゴムパッキン９１
は巻真パイプ８６の内周面に密着し、該内周面と溝８７２の内面との間で圧縮される。こ
の構成により、りゅうず８７と巻真パイプ８６との間が液密に封止され防水機能が得られ
る。なお、りゅうず８７を回転操作したとき、ゴムパッキン９１は軸部８７１と共に回転
し、巻真パイプ８６の内周面に密着しながら周方向に摺動する。
【００４０】
　図６に示す腕時計１００は、反射板（例えば、反射型偏光板や、金属板、金属膜等）を
備えていない。時計用文字板１０は、その背面側に、反射板（例えば、反射型偏光板や、
金属板、金属膜等）を備えていなくても、腕時計１００に組み込まれた時計用文字板１０
の外観を、十分に光沢感のあるものとすることができる。このため、腕時計１００の厚型
化を防止することができる。また、時計用文字板１０の背面側に、反射板を配する必要が
ないことから、太陽電池９４に十分な光量の光を入射させることができる。
【００４１】
　上記のような携帯時計（腕時計）は、各種時計の中でも特に優れた耐久性（例えば、耐
衝撃性等）が求められるものである。このため、優れた美的外観とともに、優れた耐久性
が得られる時計用文字板１０を、より好適に適用することができる。
　なお、上記の説明では、時計の一例として、ソーラー電波時計としての腕時計（携帯時
計）を挙げて説明したが、本発明は、腕時計以外の携帯時計、置時計、掛け時計等の他の
種類の時計にも同様に適用することができる。また、本発明は、ソーラー電波時計を除く
ソーラー時計にも適用することができる。
【００４２】
　以上、本発明の好適な実施形態について説明したが、本発明は、これらに限定されるも
のではない。
　例えば、本発明の時計用文字板、時計では、各部の構成は、同様の機能を発揮する任意
の構成のものに置換することができ、また、任意の構成を付加することもできる。
　また、前述した実施形態では、着色層が上側、すなわち、基板よりも観察者側に設けら
れた構成について説明したが、着色層が基板の背面に設けられ、基板の第１の面が観察者
側に配されたものであってもよい。
【００４３】
　また、前述した実施形態では、突部が基板の第１の面の全面にわたって設けられた場合
について説明したが、突部は、第１の面の一部にのみ設けられたものであってもよい。
　また、前述した実施形態では、着色層が基板上（第２の面）の全面にわたって設けられ
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であってもよい。
【００４４】
　また、前述した実施形態では、時計用文字板が、多数個の突部が設けられた基板ととも
に着色層を備える場合について代表的に説明したが、本発明の時計用文字板は、例えば、
上述したような着色層を備えておらず、上述したような基板（複数個の突部が設けられた
基板）のみで構成されるものであってもよい。
　また、前述した実施形態では、時計用文字板が、傾斜角度の異なる２種類の反射面を有
する場合について説明したが、時計用文字板は、３種以上の異なる傾斜角度の反射面を有
するものであってもよい。
【００４５】
　また、前述した実施形態では、突部が三角錐および／または四角錐をなすものである場
合について中心的に説明したが、突部は、これらの形状に限定されず、例えば、三角錐、
四角錐以外の角錐状、円錐状、角錐または円錐を所定高さで切断した形状（円錐台形状、
角錐台形状等）等の形状をなすものであってもよい。
　また、前述した実施形態では、突部が基板の一部を構成する場合について説明したが、
突部は、基板に対して接合されたものであってもよい。
【符号の説明】
【００４６】
　１０…時計用文字板　１…基板　１１…第１の面　１２…第２の面　１３…突部　１３
１…反射面　２…着色層　９４…太陽電池　８１…ムーブメント　８２…胴（ケース）　
８３…裏蓋　８４…ベゼル（縁）　８５…ガラス板（カバーガラス）　８６…巻真パイプ
　８７…りゅうず　８７１…軸部　８７２…溝　８８…プラスチックパッキン　８９…プ
ラスチックパッキン　９１…ゴムパッキン（りゅうずパッキン）　９２…ゴムパッキン（
裏蓋パッキン）　９３…接合部（シール部）　１００…腕時計（携帯時計）　θ（θ０、
θ１）…傾斜角度
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